
平成30年3月1日～平成31年3月1日（1年更新・がん補償約48%割引、フルガード補償約53%割引）

尾村・原）

ホームページアドレス：
http://rc-sup.co.jp

株式
会社

パソコン スマートフォン

毎年1月～2月中旬に新規加入募集を行いますが、通年で中途加入が可能です。中途加入を
ご希望の方で、お手元に書類がない方は日赤振興会HPからご請求も可能となっております。

TEL03－3515－4144  FAX03－3515－4145

　　　　　　　  例えば、自転車運転中の事故のケースでは、ご本人のケガの補償に加え、相手にケガ
をさせた賠償責任についても補償されます。

「メディカルアシスト・デイリーサポート・介護アシスト」（日常の様々なお悩みや医療・介護に関す
  るご相談に対応するサービス）が利用できます。

詳しくは募集時にお配りするパンフレット（下部表紙見本）をご参照ください。

法人第二課

平成30年4月1日現在

株式会社日赤振興会（担当／横山・中村）

がん補償・フルガード補償の団体保険
（団体総合生活保険）
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　なお、この休暇は、半日の単位でも取得することもできます。詳しくは勤務
先の担当者にお問い合わせください。
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日本赤十字社
総合福祉センター
（東京都渋谷区）

島 　 聡 子
〈事務部総務課長〉

　入社した時の職場では、女性の課長職は未婚の方しか
いませんでした。結婚したら辞めていたのが一般的で、
私の３年先輩の職員あたりから育児と両立して働き始め
たという状況でした。同期も子育てしながら働いている
方が後にはいましたが、当時は私くらいしかいませんで
した。

　出産しても働き続けようという意志が元々あったの
で、それを貫きました。当時は、子供が１歳になる時まで
しか育児休業を取得できなかったので、１歳になる前の
４月に入園させることを目標に、生後３か月の赤ちゃんを
背負いながら保育園巡りをして、実際4月に生後７か月
の息子を保育園に入れることができました。なので育休
という感じがあまりしませんでした（笑）。当時、夜間保育
を９時までやっている保育園が区内に３園しかなく、入園
申込みでは「残業時間をこれくらいやっているから夜間
保育が必要なんです！」という切実な思いを書き綴ったり
もして、何とか第一志望に入園できました。互いの両親
が地方住まいで、夫も毎日遅くまで仕事をしていたの
で、ほぼ一人で育児をしているような状況でした。保育
園に入園できないと働き続けられなかったので、跳び上
がって喜びました。

　子供が１歳になるまでは哺育時間を利用しました。子
供が2歳になる前に、3歳までの育児短時間勤務制度が
でき、１時間短縮勤務に変えてもらいましたが、上司から
「いいね、早く帰れて」と言われたこともあります。早くに
帰っても育児に家事にとやることは沢山あったのです
が、今のような理解は無かった時代でした。
　子供が2歳の頃は、自己主張が激しい年頃だったの
で、悩んだこともありました。ただそこは、「仕事も頑張
る、育児も頑張る、家事も頑張るだと潰れてしまうので、
家事は頑張らない」という思い切った発想の転換で乗り
切りました。掃除を家事代行サービスに依頼する、惣菜
で済ませる、そして子供が病気の時はベビーシッターに
お願いしたこともよくありました。遠方に住んでいても
どうしてもという時には双方の親が交互に飛んで来てく
れたことが何度もあり、本当に助けられました。ベビー
シッターや病児保育室ではできないこともあったので、
そこは母のおかげだと感謝しています。

　なるべく短い時間で仕事が終わるよう効率的に進めま

したが、予算決算等の繁忙期は保育園に迎えに行く時間
も遅くなり、保育園で最後のお迎えの子だったりしたこと
が多々あり、子供に申し訳ないなと思うことがありまし
た。ただ、お迎えが遅くなったことについては子供も理解
していて、今回インタビューを受けるにあたっても、「忙
しいのに、ここまで育ててくれて、本当に頑張ってくれた
よね」と言ってくれて涙が出そうでした。
　育児をやっていても、普通に働いている人たちと同じ
ように働いてきたという自負はあります。子供には、申し
訳ない気持ちもありますが、それよりも、共に苦労をして
くれ、共に頑張ってくれた同志というような思いがあっ
て、感謝しています。子供の教育についても、「保育園に
預けたからといって引け目を感じさせない」というのが
私の信念でした。保育園ではやってくれなかった教育や
運動を、教室に通わせたり親子の時間を作ったりするこ
とで補い、まさに孟母三遷の教えのように、良いと思った
小中学校に通わせるために引っ越しをしたりと、とにかく
子供を中心に考えてきました。

　近頃は、世間をあげて育児を支えようという環境がで
きつつあるので、周囲の理解があるという点では羨まし
いですが、育休や育短の制度を使えば、その分他の人に
業務の負荷はかかってくるものなので、周囲に対する配
慮と感謝の気持ちを持ち、伝えてほしいなと思います。
そういう意識があれば、「もっと仕事を効率化しよう」
「もっと業務を工夫しよう」という考えに繋がると思いま
す。自分の置かれている環境の裏にあるものに対する理
解、洞察力を持って欲しいですね。

　働き方改革が声高に叫ばれている今、誰にでも働き易
い環境があれば、それは当然に女性にとっても働き易い
環境となります。早い時間に退社すると、最近は多くの人
が同じ時間に帰宅の途についているので、世間の風潮が
変わってきていることを実感しています。新聞やニュー
スにもなっている様々な企業の取り組みを見ていると、
日本赤十字社は、業務を効率化しようという思いや姿勢、
そして色々な好事例を実施に繋げていくためのルール
づくりがあと一歩なのかなと感じます。業務に関するこ
れまでの考え方や進め方の枠にとらわれずに、効率的な
業務の進め方を含めてより働きやすい職場環境を作っ
ていくことが大切だと思います。

―入社当時の風土―

―苦労した保育園探し―

―仕事と育児の両立―

―子供の理解―

―今の子育て世代へ向けて――

―もっと活躍するために―

～女性が働くということ～希
やりがいや充実感を持って働き、仕事で活躍しながら、豊かな生活を
実現してきた女性職員に、働くということについて語って頂きました。




